
· 実習評価表
	学生証番号　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
実習施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実習期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
自己評価と欠席・遅刻の日数・時間を記入して提出してください。
	４：助言・示唆により発展的にできた
３：助言・示唆により概ねできた
２：助言・示唆により少しできた
１：助言・示唆を受けてもできなかった


	
	
	自己評価
	教員評価

	対象者の理解
	１．対象者の療養環境・生活環境について理解できた。
２．健康状態が対象者の生活に及ぼす影響について理解できた。
３．対象者の健康問題が家族の健康や生活に及ぼす影響について理解でき　　
　　た。
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１

	コミュニケーション能力
	４．対象者に挨拶と自己紹介ができた。
５．対象者の話に関心をもって聴くことができた。
６．対象者の特性に応じたコミュニケーション方法を選択した。
７．対象者と家族の生活ニーズを捉えるよう努力できた。
８．実習指導者に対して自分の意見や考えを表現できた。
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１

	在宅看護・ケアの理解
	９．対象者の在宅生活を支える保健医療福祉ネットワークの必要性について、具体例を通して理解できた。
10．地域の特徴から派生する在宅ケアの課題を知ることができた。
11．地域ケアにおける専門職の取り組みについて理解できた。
12．対象者の健康状態と生活機能に応じた社会資源の活用と専門職の連携について理解できた。
13．介護予防と訪問看護の役割について考えを深めることができた。
14．訪問看護における生活援助の特徴について理解できた。
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１４・３・２・１
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１４・３・２・１

	アセスメント課程
	15．多面的に情報収集できた。
16．情報を分析し、問題性の有無を判断できた。
17．課題を整理・統合して抽出できた。
18．対象者を取り巻くすべての環境の関係性について多方面からとらえることができた。
19．対象者と家族と生活を考慮し強みを生かした計画を提案できた。
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１

	学習態度
	20．問題意識を持ち、積極的・主体的に行動できた。
21．実習倫理事項を遵守した行動がとれた。
22．メンバーシップを発揮し、互いに協力しながら実習を遂行した。
23．実習にふさわしい身だしなみ、服装であった。
24．実習に必要な自己学習を行った。
25．自己の健康管理ができた。
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
	４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１
４・３・２・１

	教員コメント
	自己評価合計
	教員評価合計

	
	
	

	
	欠席・遅刻合計
	総合評価

	
	　　　　日
時間
	


旭川医科大学看護学科　在宅看護学実習　様式９











